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　本学では、平成３０年７月１日を調査基準日とし、学部学生、大学院生、外国人留学

生を対象とした「学生生活実態調査」を実施しました。調査の目的は、本学在学生

の生活環境等の現状を把握するとともに、修学指導上の基礎資料を得ることにより、

今後の福利厚生施策の充実と教育研究環境の改善等に役立てようとするものです。

この調査は、アンケート方式により３年ごとに実施されており、今回で第１１回目となり

ました。

　調査項目は、生活環境から大学での授業、課外活動、そして日常生活における悩

みや進路・就職相談など、広い範囲に及んでいます。特に、授業以外での学習の状況、

海外留学、ボランティア活動、学生プロジェクト、インターンシップ、そしてキャリアセ

ンターや学習支援室などについての調査も行いました。また、ハラスメントに関しても

踏み込んだ質問項目を設けました。これらは、大学の教育改革の進展とともに、受動

的学習形態から、能動的学習形態に重点が移ることに加え、グローバル化の視点を

持つことが必要であり、さらには人間関係やメンタルヘルスの面も含めて、その実態

を捉えておくべきと考えたことによります。

　アンケート調査の集計結果は、その全ての内容を令和元年５月に学内向けのホー

ムページ上に調査報告書として公表しております。また前々回より調査結果の概要を

わかりやすく紹介することが好ましいと判断し、調査報告書（別冊）としてこの「学

生生活実態調査報告概要」を作成しました。調査報告書とともに今後の大学教育の

改善・充実に役立つものと考えております。

　最後に、調査に協力いただいた多くの学生の皆さんに、この場を借りてお礼申し

上げます。
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【日本人】前回調査時同様に、学部生に比べ、大学院生（生命体工学研究科を除く）の下宿・アパート・マンションの比率が高い。また、
情報工学部及び大学院生のすべての学府・研究科で自宅の比率が前回調査時（情報工学部 35.3%、工学府 68.1%、情報工学府
62.8%、生命体工学研究科 67.8%）よりも比率が低くなっている。一方、工学部では自宅の比率が前回調査時（33.6%）より高い。
【留学生】戸畑キャンパスには明専寮、国際研修館、国際交流会館があるものの、約 6割が「下宿・アパート・マンション」と回答している。一方、
飯塚キャンパスにはスチューデント・レジデンス、国際交流会館があるが、約 4 割が「寮等大学施設」と回答しており、最も多い。若松キャ
ンパスには本学独自の留学生用住居がないこともあり、約 6割が「下宿・アパート・マンション」と回答している。

１．現在の住居区分はどれですか

1. 調 査の概要

2 . 住 居と通学

本学学生の生活実態を把握し、本学におけ
る厚生補導業務の運営の参考とし、修学指
導上の基礎資料を得ることを目的とする。

１．調査の目的

平成３０年７月１日現在
２．調査基準日

平成３０年７月１日現在の学部学生、大学院
生、外国人留学生の全員とした。 

３．調査の対象

調査票の配布は、学部１年～３年生について
は必修科目の授業で配布・回収し、学部４
年生・大学院生及び留学生については指導
教員を通して調査票を配布・回収した。

４．調査票の配布・回収方法

回答者の内訳

学 部
工        学       部

情  報  工  学  部

工        学       府

情  報  工  学  府

生命体工学研究科

学   部   計

大  学  院  計

外国人留学生

合          計

大学院

対象学生数（人） 回収数（人） 回収率（%）

2,234

1,797

4,031

561

378

320

1,259

256

5,546

1,453

902

2,356

490

318

283

1,091

213

3,660

65.0

50.2

58.4

87.3

84.1

88.4

86.7

83.2

66.0

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

自宅
寮等大学施設
下宿
アパート
マンション
その他
未回答

34.634.6 2.22.2 62.262.2 0.20.2
0.80.8

36.036.0 4.94.9 58.658.6 0.10.1
0.30.3

1.11.1 21.321.3 63.863.8 10.610.6 3.23.2

2.22.2 43.543.5 19.619.6 28.328.3 6.56.5

1.41.4 6.96.9 62.562.5 29.229.2

工学部

情報工学部

27.327.3 2.22.2 70.070.0 0.40.4

26.926.9 2.12.1 70.770.7 0.40.4

26.426.4 3.53.5 70.170.1

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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【日本人】工学部・工学府ではおよそ半数の学生が自転車を利用している一方、情報工学部・情報工学府は徒歩の割合が高い。また、情
報工学部・情報工学府及び生命体工学研究科は自動車・バイク利用者の比率が高い。
【留学生】 日本人学生と同様、戸畑キャンパスではおよそ半数の学生が自転車を利用している一方、飯塚キャンパスは徒歩の割合が高い。ま
た、若松キャンパスは自動車利用者の比率が高い。

２．現在の住居からの主な通学方法は何ですか

【日本人】工学部・工学府及び情報工学府は半数以上が「10 分以内」と回答しており、「30 分以内」まで含めると各学部・大学院の 7 割
程度となる一方、情報工学部では 2 時間以内及び 2 時間以上との回答があわせて 16.6%と他キャンパスより高く、交通の便の都合で通学
に時間を要している学生がいることがうかがえる。
【留学生】戸畑キャンパスでは約 7 割の学生が「10 分以内」と回答しており、また各キャンパスとも約 9 割が「30 分以内」と回答している
ことから、ほとんどの留学生がキャンパス近辺に居を構えていることがうかがえる。

３．現在の住居からの通学時間はどのくらいですか

徒歩
自転車
バス
鉄道
バイク
自動車
その他
未回答

工学部 工学府

戸畑キャンパス 飯塚キャンパス 若松キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科情報工学部

学部生 大学院生

留学 生

10.5%10.5%

50.6%50.6%1.4%1.4%

27.7%27.7%

3.8%3.8%

5.1%5.1%
0.3%0.3%

0.6%0.6%

50.6%50.6%1.4%1.4%

27.7%27.7%

29.8%29.8%
19.0%19.0%

31.8%31.8%
19.1%19.1%

48.6%48.6%

30.6%30.6%

4.2%4.2%
2.8%2.8%

12.5%12.5%
1.4%1.4%

63.0%63.0%
30.4%30.4%46.8%46.8%

48.9%48.9%

1.1%1.1%
3.2%3.2%

2.2%2.2%
2.2%2.2%

2.2%2.2%

22.3%22.3%

2.8%2.8%
12.0%12.0%

10.6%10.6%

31.8%31.8%

1.4%1.4%

12.9%12.9%

2.5%2.5%
10.7%10.7%

8.5%8.5%

33.6%33.6%

49.6%49.6%
1.2%1.2%

16.3%16.3%

6.3%6.3%
7.3%7.3%

0.2%0.2%

21.0%21.0%5.5%5.5%
17.7%17.7%

6.5%6.5%

18.3%18.3%

0.4%0.4%
0.7%0.7%

10分以内
30分以内
1時間以内
1時間30分以内
2時間以内
2時間超
未回答

工学部 工学府

戸畑キャンパス 飯塚キャンパス 若松キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科情報工学部

学部生 大学院生

留学 生

52.9%52.9%

16.4%16.4%

10.7%10.7%

7.4%7.4%
2.8%2.8%

0.3%0.3% 0.6%0.6%

9.4%9.4%
43.9%43.9%

59.2%59.2%
50.9%50.9%

37.5%37.5%

50.0%50.0%
38.9%38.9%

5.6%5.6%

1.4%1.4%
1.4%1.4%

43.5%43.5%
52.2%52.2%71.3%71.3%

22.3%22.3%
4.3%4.3%

2.1%2.1%
2.2%2.2%

2.1%2.1%

30.0%30.0%

14.8%14.8%

8.1%8.1%
5.3%5.3%

3.9%3.9%

25.8%25.8%

7.5%7.5%
6.6%6.6%

4.7%4.7%
4.4%4.4%

20.0%20.0%

9.8%9.8%
7.1%7.1%

2.2%2.2%

1.4%1.4%

25.1%25.1%

6.0%6.0%

7.9%7.9%
11.4%11.4%

5.2%5.2%

0.2%0.2% 0.4%0.4%

1.4%1.4%
1.4%1.4%
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3 . 食事

【日本人】前回調査時同様、学部生の半数以上が週 4 日以上朝食をとっているのに対し、大学院生では 40% 程度に減少する。大学院
生は自宅外通学（一人暮らし等）の比率が高く、それが影響している可能性がある。
【留学生】「ほとんど毎日食べている」が戸畑キャンパスと若松キャンパスで約 5 割、飯塚キャンパスで約 4 割となっており、毎日朝食を食べ
ていない学生が多いことが気にかかる。

１．朝食を食べていますか

【日本人】学部生では、約半数の学生が 3日以上利用しているが、大学院生では半数以上がほとんど利用していない。若松キャンパスに至っ
ては、3日以上の利用率はわずか 20％弱である。各自でお弁当を準備しているか、あるいは学外で済ませていることがうかがえる。
【留学生】「ほとんど利用しない」「1～ 2日」との回答が戸畑で約 6割、飯塚で約半数、若松キャンパスで約 7割となっている。各自でお弁
当を準備しているか、学外で済ませているものと考えられる。ハラル専用メニューの提供がないことも影響しているかもしれない。

2．学内食堂を１週間のうち何日くらい利用していますか

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

30.930.9 29.829.8 26.626.6 12.812.8

15.215.2 32.632.6 32.632.6 19.619.6

38.938.9 29.229.2 19.419.4 11.111.1 1.41.4

工学部

情報工学部

49.849.8 23.923.9 16.516.5 9.89.8

67.867.8 14.814.8 11.311.3 6.06.0

46.246.2 19.819.8 21.721.7 11.911.9 0.30.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

28.828.8 17.117.1 20.320.3 32.932.9 0.90.9

26.526.5 17.517.5 26.226.2 29.229.2 0.50.5

ほとんど
利用しない
1～2日
3～4日
5日以上
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

ほとんど毎日
食べている
週4 日以上
食べている
時々食べている
ほとんど
食べていない
未回答

36.436.4 13.213.2 24.524.5 25.225.2 0.80.8

43.843.8 10.710.7 20.520.5 24.624.6 0.30.3

52.152.1 8.58.5 18.118.1 21.321.3

39.139.1 17.417.4 28.328.3 13.013.0 2.22.2

51.451.4 5.65.6 23.623.6 18.118.1 1.41.4

工学部

情報工学部

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

32.032.0 8.68.6 25.125.1 34.334.3

37.537.5 10.210.2 26.926.9 25.125.1 0.40.4

28.328.3 12.912.9 28.628.6 30.230.2

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科
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0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

非常によい
よい
普通
悪い
未回答11.511.5 21.221.2 55.255.2 11.011.0 1.11.1

9.39.3 21.521.5 58.158.1 10.710.7 0.30.3

13.813.8 46.846.8 33.033.0 5.35.3 1.11.1

50.050.017.417.4 28.328.3 4.34.3

27.827.88.38.3 50.050.0 8.38.3 5.65.6

工学部

情報工学部

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

14.714.75.95.9 64.964.9 14.514.5

6.46.4 12.412.4 63.363.3 16.316.3 1.81.8

16.716.74.74.7 59.759.7 18.618.6 0.30.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

【日本人】全体的に前回調査時と同程度の結果となっており、学内食堂の事業者には改善に努めていただいているものの、学生にうまく伝わっ
ていないことがうかがえる。今後はより学生目線に立った学内食堂を目指して改善に取り組んでいただくよう、事業者に働きかけたい。
【留学生】「非常によい」「よい」が戸畑キャンパスと飯塚キャンパスで 6割超となっており、おおむね好評である。若松キャンパスは半数が「普
通」と回答している。

3．学内食堂に対するあなたの評価はどうですか

【日本人】学内食堂の具体的な改善点として、前回調査と同様、1 番多いのが混雑の解消、続いて、値段を安くしてほしい、味を良くしてほ
しいとなっている。
【留学生】日本人学生と比べて、「その他」として具体的な意見の記載が多く見られた。中でも「イスラム教徒向けのハラルフードが欲しい」「ベ
ジタリアン向けのメニューが欲しい」という意見が複数あった。

4．学内食堂の改善すべき点はどこですか

衛生的にして欲しい
混雑を解消して欲しい
雰囲気を良くして欲しい
味を良くして欲しい
値段を安くして欲しい
その他
未回答

（%）

7.67.6

40.040.0

1.91.9

19.519.5 21.321.3

7.27.2
2.52.5 5.25.2

45.945.9

1.41.4

17.117.1
21.521.5

5.45.4 3.43.4

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

工学部 情報工学部

学部生

8.58.5

18.118.1
13.813.8 12.812.8

26.626.6

18.118.1

2.12.1 0.00.0 0.00.0

8.78.7

23.923.9

39.139.1

23.923.9

4.34.3
8.38.3 6.96.9 6.96.9

18.118.1 20.820.8
27.827.8

11.111.1

40
35
30
25
20
15
10
5
0

戸畑キャンパス 飯塚キャンパス 若松キャンパス

留学生

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

4.74.7

29.229.2

2.22.2

26.526.5 28.428.4

8.28.2
0.80.8 1.61.6

38.438.4

0.90.9

23.023.0 24.824.8

7.97.9
3.53.5 4.64.6

36.036.0

1.81.8

19.119.1
24.024.0

11.011.0
3.53.5

大学院生
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4 . 経 済 状 況・経済支援

【日本人】1ヶ月の収入について、学部生は「アルバイト」が最も多く、仕送りや奨学金だけでは生活費を賄い切れていないことがうかがえる。
【留学生】1ヶ月の収入について、学部生、大学院生ともに「奨学金」が多くを占めている。

１．1ヶ月の収入について

【日本人】1ヶ月の支出について、学部生及び大学院生ともに住居・光熱水費と食費が大きな割合を占めており、あまり余裕がないようである。
【留学生】1ヶ月の支出について、学部生及び大学院生ともに食費が最も大きな割合を占めており、次に住居・光熱水費が多くなっている。

2．1ヶ月の支出について（授業料、その他の学校納付金は除く）

家族からの仕送り・援助　　　奨学金　　　アルバイト　　　定職　　　その他

日本人学生 留学生

学部生平均 大学院生平均 学部生平均 大学院生平均

33.9%33.9%
25.1%25.1%

35.2%35.2%

46.8%46.8% 41.3%41.3%15.7%15.7%

7.9%7.9%

18.3%18.3% 16.8%16.8%16.6%16.6%
1.5%1.5%

33.3%33.3%
20.5%20.5%

17.5%17.5%
3.6%3.6%1.5%1.5%

26.6%26.6%

37.7%37.7%

0.4%0.4%

修学費　　　課外活動費　　　通学費　　　食費（自宅通学生は外食費のみ）

住居・光熱費（自宅通学生は除く）　　　保健衛生費（診療費・薬代・理美容・化粧品代）　　　娯楽費　　　その他

日本人学生 留学生

学部生平均 大学院生平均 学部生平均 大学院生平均

4.0%4.0% 3.7%3.7%
5.3%5.3%

31.6%31.6%

7.9%7.9%
7.7%7.7%

4.6%4.6%

25.6%25.6%

7.6%7.6%
5.9%5.9%

27.7%27.7%23.5%23.5%

6.2%6.2%

8.3%8.3%

12.3%12.3%
8.7%8.7%

12.9%12.9%

3.9%3.9%

5.9%5.9%

24.5%24.5%

31.0%31.0%

5.7%5.7%

15.5%15.5%
5.0%5.0%

9.5%9.5%7.1%7.1%

7.0%7.0%

24.9%24.9%

30.5%30.5%

5.7%5.7%

18.9%18.9%

2.0%2.0%
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【日本人】学部生、大学院生ともに半数以上の学生が何らかのアルバイトをしているが、若松キャンパスについては 40% 弱に留まりアル
バイトの回数も週に 2～ 3日がその半分を占めている。前回調査と比較しても、大きな変化は見られない。
【留学生】約 6 割が「していない」と回答している一方、2 割程度が週に 3 日以上アルバイトをしていると回答しており、健康や学業に支障
を来たしていないか気にかかる。

4．アルバイトについて
①アルバイトをしていますか

【日本人】家庭の年間収入額については、学部生、大学院生ともに前回調査から大きな変動はなく、家計の状況は概ね変わっていないことが分かる。
【留学生】「200 万円未満」が戸畑キャンパスと飯塚キャンパスでは半数程度、若松キャンパスでは 7 割近くとなっている。また、全体の 8
割程度が 400万円以下であり、日本で暮らすにあたって決して裕福とは言い切れない家庭状況がうかがえる。

3．家庭の年間収入額（税込）はおよそいくらですか

200万円未満　　　201万円～350万円　　　351万円～400万円　　　401万円～600万円
601万円～800万円　　　801万円～1000万円　　　1001万円以上　　　未回答

200万円未満　　　400万円以下　　　600万円以下　　　800万円以下
1000万円以下　　　1000万円超　　　未回答

工学部 工学府 情報工学府 生命体工学研究科情報工学部

学部生 大学院生

留学 生

17.5%17.5%

20.7%20.7%
13.1%13.1%

16.1%16.1% 7.6%7.6%
6.5%6.5%

7.8%7.8%
10.5%10.5%

8.6%8.6%

7.6%7.6% 7.9%7.9% 11.0%11.0%

68.1%68.1%
13.9%13.9%

6.9%6.9%

2.8%2.8%
1.4%1.4%

6.9%6.9%

54.3%54.3%
28.3%28.3%57.4%57.4%

6.5%6.5%
2.2%2.2%

8.7%8.7%

20.8%20.8% 17.0%17.0%

15.2%15.2%

11.0%11.0%
6.0%6.0%

6.4%6.4%

12.7%12.7%

21.4%21.4%

12.6%12.6%

8.5%8.5%
11.3%11.3%

6.9%6.9%

13.2%13.2%

18.2%18.2%16.3%16.3%
22.0%22.0%

14.3%14.3%

11.4%11.4%
8.2%8.2%

8.2%8.2%

12.0%12.0%
9.2%9.2%

20.1%20.1%
18.3%18.3%

10.4%10.4%

8.8%8.8%

17.4%17.4%
7.2%7.2%

戸畑キャンパス 飯塚キャンパス 若松キャンパス

18.1%18.1%

6.4%6.4%
4.3%4.3%

2.1%2.1%2.1%2.1%

9.6%9.6%

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

週に１日
週に２日
週に３日
週に４日以上
していない
未回答

7.47.4 19.019.0 21.021.0 14.414.4 36.436.4 1.91.9

7.87.8 20.220.2 30.630.6 13.213.2 27.127.1 1.21.2

6.16.1 11.711.7 9.49.4 58.258.28.98.9 5.65.6

工学部

情報工学部

留学 生

全キャンパス

26.726.713.913.9 27.127.1 5.95.9 24.924.9 1.41.4

8.88.8 13.813.8 5.75.7 58.758.710.610.6 2.52.5

24.224.213.813.8 17.317.3 7.57.5 35.535.5 1.61.6

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科
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【日本人】前回調査と同様、学生区分に依らずアルバイトの職種としては、販売・サービス業と肉体軽労働（ウェイター、皿洗い等）が半
分以上だが、学部生の塾講師の割合が前回調査時（学部生 2.8％）より増えている。
【留学生】最も多い「その他」については、「TA、RA」との記述が多い。次いで日本人学生と同様、「肉体軽労働」、「販売・サービス業」
に従事している留学生が多いようである。

③主なアルバイトの種類は何ですか（アルバイトをしている方）

【日本人】アルバイトをする主な理由は、学部生、大学院生ともに「生活費」、「旅行・娯楽費」を稼ぐことが主となっている点では前回調
査と同様であるが、前回調査では「借金・ローン返済」よりも「貯金」の割合が大きかったのに対し、今回の調査では特に学部生の「借金・
ローン返済」の割合が大きいことから、家計の大きな変動はないものの、学生の経済事情は芳しくないのかもしれない。
【留学生】「生活費」、「学費」との回答が多く、決して楽ではない経済事情が垣間見える。

②アルバイトをする理由は何ですか（アルバイトをしている方）（主なもの２つ）

学費
生活費
課外活動費
旅行・娯楽費
貯金
車（二輪車を含む）の購入・維持費
借金・ローン返済
時間が余っている
その他
未回答

工学府

全キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科

（件）

104104

518518

120120

712712

440440

4040 1414 6969 1818 1414 4646

286286

2222

216216

389389

6767 1212 3232 1717 1717

800
700
600
500
400
300
200
100

0
工学部 情報工学部

学部生

3535

7373

1212 77 1313
11 55 11 22 00

80
70
60
50
40
30
20
10
0

留学生

3535

257257

2323

258258

7474
2323

00 1515 1111 66
2929

137137

99

121121

3838 2626
22 99 1010 55

3030
7575

1111
4949

2222 1616 22 22 66 77

300
250
200
150
100

50
0

大学院生

家庭教師
塾講師
販売・サービス業
一般事務
肉体軽労働
（ウェイター・ウェイトレス・皿洗い等）
肉体重労働
（引越・荷物運搬・土木作業・工場労働等）
その他
未回答

（%）

4.14.1

21.121.1

33.933.9

1.91.9

32.032.0

2.52.5 2.92.9 1.71.7

17.417.4

36.936.9

3.33.3

28.628.6

2.12.1
5.25.2 4.54.51.91.9

40
35
30
25
20
15
10
5
0

工学部 情報工学部

学部生

7.87.8
2.22.2

17.817.8

6.76.7

21.121.1

3.33.3

28.928.9

12.212.2

35
30
25
20
15
10
5
0

全キャンパス

留学生

4.64.6

13.613.6

44.044.0

2.22.2

25.325.3

2.72.7 5.75.7
1.91.9 2.42.4

17.117.1

35.635.6

4.44.4

17.117.1

1.51.5

19.519.5

2.42.4
6.86.8 8.58.5

35.935.9

0.90.9

15.415.4

5.15.1

21.421.4

6.06.0

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

大学院生
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【日本人】学部生、大学院生ともに「学業の妨げにはなっていない」と回答した学生の割合は、前回調査と同様の約 6 割であり、大半の学生は
大学生活に支障のない範囲でアルバイトをしていることが分かる。しかし、4割の学生は予習時間が足りないなど支障をきたしているようである。
【留学生】半数が「学業の妨げにはなっていない」と回答しているものの、「学業の妨げになっている」、「多少学業の妨げになっている」との
回答が 3割を超えており、学業に支障のない範囲のアルバイトで済むよう、経済的支援が必要かもしれない。

④アルバイトと学業の関係はどうですか（アルバイトをしている方）

【日本人】「制度を知らない」と回答した学生は前回調査時と比較して増えているが、「申請したことがある」と回答した学生の割合はほぼ同
じで、制度に関する掲示方法等も変えていないことから、制度を必要としている学生は自分から情報を得ようと努力していることがうかがえる。
【留学生】多くの外国人留学生が「申請したことがある」と回答しており、「知っているが申請したことがない」と合わせると 8 割程度が免除
制度を認知していることが分かる。

5．入学料・授業料免除について
①申請したことがありますか

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

48.948.9 29.829.8 14.914.9 6.46.4

78.378.3 8.78.7 4.34.38.78.7

62.562.5 22.222.2 11.111.1 4.24.2

工学部

情報工学部

30.030.0 55.755.7 13.713.7 0.60.6

33.633.6 54.854.8 9.99.9 1.81.8

36.836.8 55.055.0 7.27.2 0.90.9

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

16.016.0 53.153.1 28.828.8 2.12.1

20.220.2 56.556.5 21.121.1 2.22.2

申請した
ことがある
知っているが申請
したことがない
知らない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

留学 生

学業の妨げに
なっている
多少学業の妨げに
なっている
授業に出席
できないことがある
予習時間が
足りない
学業の妨げには
なっていない
未回答

4.24.2 21.421.4 1.01.0 6.36.3 64.564.5

5.05.0 20.020.0 1.41.4 9.09.0 1.51.5

2.62.6

63.163.1工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

2.92.9 22.022.0 3.93.9 67.867.8

6.06.0 19.619.6 1.11.13.53.5 1.91.9

3.43.4

5.15.1 20.520.5 1.71.73.43.4 63.263.2 6.06.0

67.967.9

6.76.7 25.625.6 2.22.2
2.22.2

13.313.350.050.0全キャンパス
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【日本人】学部生、大学院生ともに 8割を超える学生が「応募したことがある」または「知っているが応募したことがない」と回答しており、
認知度は非常に高いことが分かる。前述のアルバイトに関する問いでは学生の借金・ローン返済が増えており経済事情が心配されたが、
入学料・授業料免除制度に加え、奨学金についても必要な情報は広く周知され、多くの学生が認知していることが分かる。
【留学生】半数以上の学生が「応募したことがある」と回答しており、「知っているが応募したことがない」と合わせると 8～ 9割近くが各種
奨学金制度を認知し、積極的に活用しようとしている傾向が見られる。

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

56.456.4 31.931.9 8.58.5 3.23.2

73.973.9 13.013.0 4.34.38.78.7

66.766.7 20.820.8 6.96.9 5.65.6

工学部

情報工学部

59.659.6 32.232.2 7.37.3 0.80.8

51.951.9 40.340.3 6.46.4 1.41.4

55.055.0 38.438.4 5.35.3 1.31.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

39.539.5 44.644.6 13.913.9 2.12.1

38.738.7 42.542.5 16.916.9 1.91.9

応募した
ことがある
知っているが
応募したことがない
知らない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

満足度については、学生区分に依らず約 6 割の学生が「十分である」または「まあまあである」と回答しており、制度として充実している
と感じているようである。

②満足度・充実度

6．各種奨学金について
①各種奨学金制度を知っていますか

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

50.050.0 17.017.0 11.711.7 18.118.13.23.2

8.78.771.771.7 8.78.7 10.910.9

52.852.8 23.623.6 6.96.9 2.82.8 13.913.9

工学部

情報工学部

21.821.8 35.335.3 19.619.6 10.610.6 12.712.7

24.024.0 18.018.038.538.5 8.58.5 11.011.0

24.824.8 38.738.7 16.016.0 11.911.98.58.5

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

19.119.1 35.835.8 14.314.3 7.87.8 23.123.1

17.317.3 39.039.0 15.115.1 7.47.4 21.221.2

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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学生区分に依らず、約 7 割の学生が「十分である」または「まあまあである」と回答しており、満足度も高いことが分かる。しかし、「あ
まり十分とは言えない」または「全く不十分である」と回答した学生の割合は、前回調査時と比較すると増えていることから、より一層の
学生支援が求められるていることがうかがえる。

②満足度・充実度

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

15.315.3 34.734.7 10.410.4 28.428.4 2.12.1 5.45.4 1.71.7
2.12.1

14.214.2 39.239.2 11.811.8 23.723.7 2.82.8
3.93.9

2.12.1
2.32.3

学問・研究を通して
真理を探求する
高度な専門知識や
技術を身につける
学歴・資格をとる
よい就職先を得る
課外活動・サークル
活動をする
友人を得る
その他
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

17.617.6 39.239.2 5.35.3 26.526.5 1.61.6
6.36.3

1.21.2
2.22.2

25.825.8 40.340.3 6.96.9 16.716.7 1.31.3
3.53.5

3.83.8
1.91.9

30.430.4 5.75.742.042.0 15.215.2 1.41.4
3.93.9

0.70.7
0.70.7

36.236.2 50.050.0 6.46.4 2.12.1 3.23.21.11.1
1.11.1

47.847.8 26.126.1 17.417.4 2.22.2 6.56.5

34.734.7 36.136.1 19.419.4
1.41.4

4.24.2 1.41.4 2.82.8

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

24.824.8 38.038.0 12.112.1 6.56.5 18.518.5

24.524.5 40.240.2 12.612.6 6.06.0 16.716.7

42.642.6 20.220.2 14.914.9 10.610.6 11.711.7

37.037.0 28.328.3 8.78.7 17.417.4 8.78.7

26.426.431.931.9 23.623.6 11.111.1 6.96.9

工学部

情報工学部

36.536.5 36.736.7 12.712.7 5.75.7 8.48.4

32.932.9 40.640.6 14.514.5 3.93.9 8.18.1

31.131.1 40.640.6 13.813.8 5.35.3 9.19.1

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

5 . 学 生 生活

【日本人】前回調査同様、最も多い回答は「高度な専門知識や技術を身につける」であるが、次に多い回答は、学部生と工学府は「よい
就職先を得る」、情報工学府と生命体工学研究科は「学問・研究を通して真理を探究する」となっている。
【留学生】キャンパスに依らず「学問・研究をとおして真理を探究する」、「高度な専門知識や技術を身につける」と回答した留学生が最も多
いが、日本人学生と比較すると、よい就職先を得ることを大学に通う目的とする留学生は少数派であることも特徴的である。

１．学生生活の一番の目的は何ですか
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盗難に遭った
カルトのような集団への勧誘を受けた
悪徳商法に巻き込まれた
その他の被害を受けた
受けたことはない
未回答

（件）学部生

70
60
50
40
30
20
10
0

55 33 33 44

6666

1616

33 00 00 33

3030

1010
33 22 11 11

4848

1919

戸畑キャンパス 飯塚キャンパス 若松キャンパス

留学生

大学院生

【日本人】盗難被害が最も多いが、件数は全体的に前回調査時から減少している。また、カルトのような集団への勧誘も同様に減少しているものの、
引き続き対策が必要である。
【留学生】「受けたことはない」がほとんどではあるが、一部の留学生が盗難等の被害に遭っている可能性がうかがえ、今後も注意喚起が必要である。

3．その他学生生活において、犯罪被害を受けたことがありますか（複数回答可）

2．月に何冊くらい本を読みますか（専門書・専門雑誌）

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

60.660.619.119.1 13.813.8
2.12.1

4.34.3

15.215.2 65.265.2
2.22.2

10.910.9 6.56.5

2.82.8
29.229.2 59.759.7 4.24.2 4.24.2

工学部

情報工学部

43.943.9 49.249.2 4.34.3
0.60.6

2.02.0

32.932.9 59.059.0 6.46.4
1.41.4

0.40.4

47.847.8 45.045.0 5.05.0
0.90.9

1.31.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

65.565.5 28.928.9 1.71.7
0.80.8

3.13.1

70.370.3 25.325.3 1.91.9
0.30.3

2.12.1

読まない
1～4冊
5～10冊
11冊以上
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

【日本人】前回調査時に比べて、いずれの結果においても「読まない」との回答が増加傾向にある。大学生の「読書離れ」は本学に限っ
た話ではないが、もっと読書する習慣をつけさせるような対策が必要かもしれない。
【留学生】日本人学生は半数以上が「読まない」と回答したのに対し、留学生は半数以上が１～４冊はジャンルを問わず読んでいると回答。
日本人学生と留学生では読書量に大きな差が生じている。

5151
1414 22 66

379379

3838 2525 1313 22 88

251251

1919 1313 1010 00 1111

230230

1919

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

400
350
300
250
200
150
100

50
0

110110 3535 77 2323

1,1801,180

9898 5959 1515 77 1111

747747

6363

1,400
1,200
1,000

800
600
400
200

0
工学部 情報工学部
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【日本人】「自分の周囲で薬物を所持又は使用している人を見たり、聞いたりしたことがある」や「自分の周囲から使用や栽培を誘われたこ
とがある」と回答した学生がいることが気にかかる。薬物が身近な存在である学生は少数と思われるが、重大な事件や健康障害に至る
可能性がある薬物（大麻・覚醒剤・危険ドラッグ等）には絶対に関わらないよう、教育啓蒙活動をさらに徹底する必要がある。
【留学生】戸畑キャンパスと若松キャンパスで「自分の周囲で薬物を所持又は使用している人を見たり、聞いたりしたことがある」との回答が
10件を超えており、飯塚キャンパスでも 4件あることから、外国人留学生の身近に薬物の危険が潜んでいることがうかがえる。

4．薬物（大麻・覚醒剤・危険ドラッグ等）について（複数回答可）

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

52.652.620.720.7 18.818.8 2.82.8 5.25.2

工学部

情報工学部

17.817.8 61.061.0 18.618.6 1.41.41.21.2

15.515.5 66.866.8 14.814.8 1.41.4 1.41.4

14.514.5 67.367.3 17.017.0 1.31.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

8.68.6 60.860.8 25.425.4 1.31.3 3.93.9

8.28.2 54.254.2 32.132.1 2.62.6 2.92.9

よく理解
できている
理解できている
あまり理解
できていない
全く理解
できていない
未回答

留学 生

全キャンパス

6 . 学 習状 況・学習支援

【日本人】前回調査から引き続き、今回の調査でも、全学部・大学院で「よく理解できている」「理解できている」の回答が増加した。特に、
情報工学部で顕著な増加が見られ、「よく理解できている」「理解できている」が 11.6%増加した。
【留学生】約 7割が「よく理解できている」「理解できている」と回答しており、比較的よく理解していることがうかがえる。

１．全体的にみて講義は理解できていますか

自分の周囲で薬物を所持または
使用している人を見たり、
聞いたりしたことがある
自分の周囲から使用や栽培を
誘われたことがある
見たり聞いたりしたことはない
その他
未回答

（件）

2222 99

851851

55 28281313 1515

1,3561,356

77 7777

1,600
1,400
1,200
1,000

800
600
400
200

0
工学部 情報工学部

学部生

1515
11

6969

22
88 44 00

3636

00 66 1111
11

5050

00 22

80
70
60
50
40
30
20
10
0

留学生

1717 99

457457

22 00 1010 22

302302

55 00 1515 22

255255

11 2121

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

500
450
400
350
300
250
200
150
100

50
0

大学院生

戸畑キャンパス 飯塚キャンパス 若松キャンパス
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0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

26.626.6 50.050.0 10.610.6 6.46.4 3.23.23.23.2

19.619.6 58.758.7 10.910.9 4.34.3 4.34.3
2.22.2

51.451.418.118.1 18.118.1 4.24.2 1.41.46.96.9

工学部

情報工学部

48.848.816.116.1 15.515.5 1.81.8 15.315.3 2.42.4

49.849.8 14.814.814.514.5 2.82.8 15.915.9 2.12.1

49.749.716.416.4 13.213.2 1.91.9 17.617.6 1.31.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

48.648.611.611.6 16.216.2 2.32.3 17.117.1 4.24.2

11.811.8 43.443.4 19.119.1 3.53.5 19.519.5 2.62.6

とても
分かり易い
分かり易い
分かりにくい
分からない
どちらとも
言えない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

【日本人】学部生では、「1 時間～ 1 時間半未満」が最も多く、前回調査から傾向に大きな変化は見られない。一方、大学院生では、前
回調査では「2 時間～ 3 時間未満」が最も多かったが、今回の調査では、3 大学院とも約 50％が「1時間 30 分未満」となり、全体的
に時間外学習時間が減少している。
【留学生】日本人学生と異なり、授業時間外の勉強時間が「6 時間以上」との回答が最も多く、1時間 30 分未満の回答が少数派であるこ
とが特徴的である。また、講義や研究に直接関連しない勉強も行っている留学生が多く見られ、勉強熱心であることがうかがえる。

【日本人】全体の 6 割程度が「とても分かり易い」、「分かり易い」と回答しており、前回調査時が全体で 6 割に満たなかったことを考えると、難易度
は改善の傾向にある。また、8割程度の学生は必要性を感じており、満足度も高いようである。引き続き難易度を改善しながら継続実施の必要がある。
【留学生】約7割強の留学生が「とても分かり易い」又は「分かり易い」と回答しており、前回調査時は全体で 6割だったことに鑑みると、留学生にとっ
て分かり易い内容に改善されたと言えるであろう。また、8割程度の学生は必要性を感じており、満足度も高いようである。引き続き内容を精査しな
がら継続実施の必要がある。

3．授業・履修に関するガイダンスやオリエンテーションなどの内容について

2．授業時間以外に、予習、復習、課題、レポート（実験レポート含む）作成等で
　 １日平均何時間勉強していますか

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

6.76.7 8.58.5 16.216.2 22.622.6 14.914.9 13.713.7 7.27.2 1.41.4
2.32.3 2.12.1

4.34.3

10.010.0 9.29.2 16.516.5 20.320.3 14.014.0 13.713.7 1.91.9
3.93.9

5.85.8
2.12.1

2.62.6

留学 生

全キャンパス

全くしない
30 分未満
30 分～１時間未満
１時間～
１時間30 分未満
１時間30 分～
2時間未満
2時間～3時間未満
3時間～4時間未満
4時間～5時間未満
5時間～6時間未満
6時間以上
未回答

11.611.6 11.611.6 15.115.1 11.311.3 7.27.2 13.813.8 8.88.8 3.53.56.66.6 7.97.9 2.52.5

12.412.4 6.06.0 14.114.1 14.514.5 12.012.0 16.616.6 7.87.8 4.94.93.93.9 5.75.7 2.12.1

11.611.6 6.56.5 12.912.9 16.316.3 10.410.4 14.714.7 3.53.5 8.68.66.36.37.37.3 1.81.8

3.33.3
2.32.3

5.65.6 3.33.3 11.311.38.98.9 25.825.812.712.7 12.712.7 12.712.7 1.41.4
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【日本人】前回調査時同様、「利用する」の割合は飯塚キャンパスが突出して高い。これは情報工学部 / 府では講義等で PCを使用する頻度
が高いことによる。また、生命体工学研究科は約 3 割が「知らない」と回答しており、外部からの進学者が多く学修自己評価システムが浸透
していないことがうかがえる。
【留学生】全体的に約 5 割の留学生が利用しているが、約 3 割は「知らない」と回答しており、日本人学生と比較すると認知度に大きな差
が生じている。約 7割の留学生が必要性を感じていることから、利用の案内をより積極的に行う必要があるのかもしれない。

4．学修自己評価システムによる学修支援について

②必要性

①利用について

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

11.711.7 53.253.2 14.914.9 5.35.3 14.914.9

13.013.0 60.960.9 10.910.9 15.215.2

11.111.1 23.623.652.852.8 2.82.8 9.79.7

工学部

情報工学部

11.211.2 25.325.3 19.619.641.441.4 2.42.4

33.933.98.18.1 38.238.2 14.514.5 5.35.3

12.612.6 28.928.9 39.939.9 16.716.7 1.91.9

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

18.118.1 29.829.8 35.335.3 12.012.0 4.94.9

12.812.8 28.628.6 39.339.3 14.414.4 5.05.0

極めて
必要である
必要である
あまり
必要でない
全く必要でない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

利用する
あまり利用しない
知っているが
利用したことがない
知らない
未回答

40.040.0 39.239.2 12.112.1 5.25.2 3.43.4

22.622.6 37.437.4 24.324.3 12.812.8 2.82.8

12.812.8 38.338.3 11.711.7 34.034.0 3.23.2

26.126.1 34.834.8 10.910.9 23.923.9 4.34.3

15.315.319.419.4 30.630.6 33.333.3 1.41.4

工学部

情報工学部

19.819.8 35.735.7 26.526.5 16.316.3 1.61.6

19.819.8 32.532.5 16.316.3 29.329.3 2.12.1

34.634.6 40.340.3 14.814.8 8.88.8 1.61.6

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科
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③満足度・充実度

【日本人】前問同様、「よく利用する」、「ときどき利用する」の割合は飯塚キャンパスが突出して高い。飯塚キャンパスでは Moodle を
使用した講義が多く開講されているためであろう。
【留学生】Moodle については、日本人学生と同様に各キャンパスで大きな差が出た。飯塚キャンパスでは、Moodle を使用した講義が多
く開講されているためか。

5．Moodle（学習支援サービス）による講義に関する学修支援について

①利用について

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

よく利用する
時々利用する
あまり利用しない
知っているが
利用したことがない
知らない
未回答

33.933.9 35.035.0 19.519.5 4.84.8 4.14.1 2.62.6

65.165.1 24.324.3 6.16.1
0.20.2

0.70.7 3.73.7

16.616.6 29.729.7 25.825.8 9.29.2 17.017.0 1.81.8

18.018.0 40.440.4 29.029.0 6.16.1 5.15.1 1.41.4

45.345.3 38.738.7 8.88.8 2.52.5
3.83.8

0.90.9

5.65.6 13.913.9 25.025.0 20.820.831.931.9 2.82.8

11.711.7 22.322.3 27.727.7 22.322.312.812.8 3.23.2

43.543.5 17.417.4 10.910.9 8.78.7 15.215.2 4.34.3

工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

25.525.5 36.236.2 11.711.7 2.12.1 24.524.5

41.341.3 28.328.3 8.78.7 4.34.3 17.417.4

44.444.420.820.8 9.79.7 5.65.6 19.419.4

工学部

情報工学部

18.618.6 41.041.0 23.323.3 11.011.0 6.16.1

17.317.3 40.340.3 22.622.6 8.88.8 11.011.0

18.918.9 37.737.7 26.126.1 13.813.8 3.53.5

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

19.519.5 43.143.1 22.922.9 9.09.0 5.45.4

１6.8１6.8 42.942.9 22.222.2 11.011.0 7.27.2

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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③満足度・充実度

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

29.829.8 9.69.639.439.4 19.119.12.12.1

4.34.347.847.8 28.328.3 6.56.5 13.013.0

34.734.723.623.6 13.913.9 6.96.9 20.820.8

工学部

情報工学部

23.723.7 51.051.0 14.514.5 6.96.9 3.93.9

18.418.4 45.945.9 19.819.8 7.17.1 8.88.8

32.432.4 53.153.1 7.97.9 4.14.1 2.52.5

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

39.939.9 45.045.0 8.98.9 2.02.0 4.24.2

25.525.5 51.151.1 5.15.113.513.5 4.84.8

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

②必要性

極めて必要である
必要である
あまり必要でない
全く必要でない
未回答

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

13.813.8 54.354.3 19.119.1 1.11.1 11.711.7

34.834.8 43.543.5 8.78.7 13.013.0

43.143.15.65.6 26.426.4 9.79.7 15.315.3

工学部

情報工学部

16.916.9 45.745.7 25.925.9 9.09.0 2.42.4

12.712.7 45.245.2 28.328.3 9.29.2 4.64.6

32.732.7 55.055.0 1.61.66.96.9 3.83.8

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

54.354.3 37.037.0 4.44.4
0.60.6

3.73.7

25.425.4 46.546.5 19.619.6 4.74.7 3.93.9

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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【日本人】生命体工学研究科で「知らない」が多いのは学外からの進学者が多いためであろうが、戸畑キャンパスで約 2割、飯塚キャンパス
で約 1割が「知らない」と回答しているのは、やはり周知不足の可能性が否めない。
【留学生】「知っているが利用したことがない」又は「知らない」と回答した留学生は、全体で 5 割を超えている。前回調査時は 4 割だった
ことや必要性が高いことに鑑みると、利用の積極的な案内や利用しやすい環境づくりが求められる。

6．自主的学習環境について

②満足度・充実度

①本学の図書館に設置している学習支援室（情報工学部では学習コンシェルジェ・ステーション）
　を利用したことがありますか

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

27.727.7 44.744.7 6.46.4 1.11.1 20.220.2

34.834.8 30.430.4 6.56.56.56.5 21.721.7

19.419.4 43.143.1 6.96.9 1.41.4 29.229.2

工学部

情報工学部

20.220.2 51.851.8 14.114.1 5.95.9 8.08.0

17.717.7 39.939.9 8.58.517.717.7 16.316.3

21.421.4 48.748.7 13.513.5 6.96.9 9.49.4

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

19.319.3 49.349.3 4.94.910.210.2 16.316.3

18.918.9 49.249.2 13.113.1 6.36.3 12.512.5

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

よく利用する
時々利用する
あまり利用しない
知っているが
利用したことがない
知らない
未回答

7.67.6 13.613.6 16.016.0 38.038.0 21.621.6 3.13.1

6.36.3 12.412.4 17.817.8 45.345.3 13.713.7 4.34.3

8.18.1 16.316.3 16.316.3 19.819.8 38.238.2 1.41.4

5.55.5 15.515.5 16.916.9 40.240.2 19.819.8 2.02.0

6.36.3 19.219.2 9.79.712.612.6 1.31.350.950.9

1.41.4 11.111.1 11.111.1 50.050.0 8.38.318.118.1

12.812.8 17.017.0 14.914.9 20.220.231.931.9 3.23.2

10.910.9 19.619.6 19.619.6 15.215.2 34.834.8

工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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7. 課 外活動（学部生のみ）

【日本人】何らかのサークルに参加していると回答した学生が6割程度いるものの、前回調査時より減少傾向にある。工学部では体育系サー
クルに参加していると回答した学生が多いのに比べて、情報工学部では文化系と体育系が同程度となっている。
【留学生】日本人学生と比較すると、半数以上の留学生が何の団体にも所属していないことが分かった。所属していない理由は不明だが、
学部の留学生にはサークル等の勧誘をもっと積極的に行った方が良いかもしれない。

１．サークルに参加していますか

0 20 40 60 80 100（％）

学部生
文化系サークルに
参加している
体育系サークルに
参加している
文化系サークルに
参加していたが
辞めた
体育系サークルに
参加していたが
辞めた
最初から
参加していない
未回答

20.420.4 40.740.7 6.16.1 11.411.4 18.518.5 3.03.0

29.329.3 27.127.1 13.013.0 11.011.0 16.216.2 3.53.5

工学部

情報工学部

11.711.7 13.813.8 2.12.1 57.457.4 14.914.9

6.56.5 10.910.9 8.78.7 65.265.2 8.78.7

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

【日本人】前回調査時と同様、工学部で約 8割、情報工学部で約 9割が「学業が犠牲になっていない」と回答しており、多くの学生がサー
クル活動と学業を両立させて充実した学生生活を送っているようである。
【留学生】サークル活動に参加している留学生は、約半数が活動を肯定的に捉えていることが分かる。

2．サークル活動と学業の関係はどうですか（サークル活動に参加している方）

0 20 40 60 80 100（％）

学部生
学業にプラスに
なっている
学業が犠牲には
なっていない
学業が少し
犠牲になっている
学業がかなり
犠牲になっている
未回答

32.332.3 1.21.257.557.5 8.58.5
0.60.6

29.529.5 52.152.1 14.914.9 2.02.0
1.51.5

工学部

情報工学部

44.444.4 37.037.0 14.814.83.73.7

55.655.6 44.444.4

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

【日本人】前回調査時同様、「趣味と一致している」との回答が最も多く、次いで「友人が欲しい」との回答が多く、サークル活動が充実
した学生生活を送るために必要であると期待して加入していることが分かる。
【留学生】動機として「趣味と一致している」や「身体を鍛えたい」が最多で、次いで「友人が欲しい」となっていることから、活動を通して
自身の人間関係を広げたいというよりは、活動そのものを楽しむ目的で加入している。学生生活におけるサークル活動の位置づけが日本人学
生と留学生で少し異なるようである。

3．サークルに加入した動機は何ですか（サークル活動に参加している方）

（件）
学部生

留学生 2626

1111

2020
1313

00 22
88

33 11 00
全キャンパス

30
25
20
15
10

5
0

581581

206206 210210
300300

226226 166166
5151 5959 3333 66

348348
193193 132132

266266
149149 176176

3939 4242 1313 33

700
600
500
400
300
200
100

0
工学部 情報工学部

趣味と一致している
何か思いっきりやってみたい
身体を鍛えたい
友人が欲しい
余暇の利用

技術の向上
団体生活をしたい
就職活動に有利
その他
未回答
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前回の調査と比較して、学部生では「是非留学したい」との回答の割合が高まっており、「できれば留学したい」と合わせても増加傾向にある。
大学院生では、一部減少が見られるものの「ぜひ留学したい」「できれば留学したい」の回答割合が高まっている。GCE 教育を推進したこ
とにより、留学に対する意識の醸成ができつつあるといえる。

１．海外留学に興味がありますか (日本人のみ )

8 . 留学

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

ぜひ留学したい
できれば
留学したい
留学したいとは
思わない
わからない
未回答

20.520.5 24.824.8 33.733.7 17.117.1 3.93.9

26.426.4 30.130.1 26.526.5 14.214.2 2.72.7工学部

情報工学部

28.428.4 29.229.2 29.029.0 12.012.0 1.41.4

24.724.7 34.634.6 25.425.4 13.813.8 1.41.4

27.727.7 32.732.7 23.323.3 15.415.4 0.90.9

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

全体的な傾向は前回調査時と同様である。なお今回はクォーター制の全面導入により「時間がない」の割合が減少することが期待されたも
のの、顕著な減少は見られなかった。「興味がない」学生に対して意識づけが重要であるとともに、「経済的理由」については、大学からの
支援策の周知を進める必要がある。

2．海外留学を考える際、不安に考えることはありますか（留学したいとは思わない方・日本人のみ）（複数回答可）

興味がない
経済的理由
時間がない
その他
未回答

（件）

199199
168168

8888 7878

1313

250

200

150

100

50

0
工学部 情報工学部

173173
134134

6565
2626 1010

学部生

6969 7070

3737

1010 77

3838
2929

1919
1111

55

2929 2929
2121

33 99

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

80
70
60
50
40
30
20
10
0

大学院生
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②取得したい学位は何ですか（学位を取得したい方）

「博士」、「修士」、「学士」の順となっている。ただし「学士」が少ないことについては、学部生よりも大学院生が圧倒的に多いことを考
慮する必要がある。

0 20 40 60 80 100（％）

留学生

10.710.7 38.138.1 48.848.8 2.42.4

学士　　　修士　　　博士　　　未回答

全キャンパス

⑤留学したいとは思わない理由は何ですか（留学したいとは思わない方）
「興味がない」「経済的理由」「時間がない」との回答がほぼ同じ割合となっている。また、前回調査時と比べると「時間がない」との
回答が増加しており、本学での研究を優先したいとの考えが見受けられる。

0 20 40 60 80 100（％）

留学生

29.629.6 29.629.6 25.925.9 14.814.8

興味がない　　　経済的理由　　　時間がない　　　その他　　　未回答

全キャンパス

「学問・研究の水準が高い」、「日本の文化や社会に関心があった」との回答が多い。また東アジア及び東南アジア出身の学生が多いため
か「地理的に近い国だった」との回答も多く見られる。

③本学を留学先に選んだ理由は何ですか（複数回答可）

留学生 158158150150

2222

8080

4444
2323

77

4646
1515 1717 1313 22

全キャンパス

180
160
140
120
100
80
60
40
20

0

（件）
学問・研究の水準が高い
日本の文化や社会に関心があった
母国で適当な大学（大学院）がなかった
母国で日本留学が高い評価を受ける
日本政府奨学金留学生に合格した
母国政府派遣留学生に合格した
日本政府奨学金留学生又は母国政府
派遣留学生以外の奨学金を得た

地理的に近い国だった
日本に住む親戚や知人の
援助を得られた
日本以外の国へ留学を
希望したがかなえられなかった
その他
未回答

前回調査時同様、8割以上の留学生が日本以外の国への留学に前向きな回答である。

④日本以外の国に留学してみたいと思いますか

0 20 40 60 80 100（％）

留学生

31.931.9 54.054.0 12.712.7 1.41.4

ぜひ留学したい　　　機会があれば留学したい　　　留学したいとは思わない　　　未回答

全キャンパス

全キャンパス

3．日本留学について（留学生のみ）

外国人留学生の大半が大学院生であるためか、「学位取得」との回答が最も多い。

①日本留学の目的は何ですか

0 20 40 60 80 100（％）

留学生

39.039.0 10.810.8 17.417.4 20.720.7 4.24.2 1.91.9 6.16.1

学位取得　　　特定の技術を身につける　　　特定の研究を行う　　　専門の知識を深める
日本に関する知識・理解を深める　　　その他　　　未回答

全キャンパス

22



9 . ボランティア活動

【日本人】前回調査時と同様の結果となっており、全体の約半数が「したことがない」と回答している。
【留学生】約半数が「したことがない」と回答しているが、そのうち 3割は興味を示していることが分かる。

１．ボランティア活動をしていますか

【日本人】前回調査時と比べて、全体的に「防災・災害救助」との回答が増加した。また、「その他」の具体的な記載として「教育」、「学習支援」
が複数見られた。
【留学生】「国際交流」という回答が最も多く、外国からの留学生という身分を生かしたボランティア活動を行う学生が多いようである。

2．どのようなボランティアですか（ボランティア活動をしている又はしたことがある方）

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

25.825.8 3.93.9 16.716.7 36.336.3 1.61.6 5.95.9 8.88.8 1.01.0

24.724.7 4.04.0 13.413.4 39.039.0 2.52.58.68.6 3.13.14.64.6

社会福祉関係
医療・保健
文化・スポーツ・
趣味
自然・環境保護
国際交流
防災・災害救助
その他
未回答

留学 生

全キャンパス

27.027.0 5.05.0 17.017.0 32.032.0 4.04.0 6.06.0 7.07.0 2.02.0

25.025.0 9.09.0 18.018.0 21.021.0 7.07.0 9.09.0 6.06.0 5.05.0

27.227.2 0.70.7 13.913.9 25.825.8 3.33.319.219.2 4.64.65.35.3

15.415.4 6.66.6 18.718.7 4.44.4 41.841.8 4.44.4 5.55.53.33.3

留学 生

全キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

現在している
以前したことが
ある
したことがない
これまでした
ことはないが、
今後してみたい
未回答

3.43.4 30.530.5 51.651.6 11.011.0 3.53.5

2.62.6 50.150.130.230.2 15.115.1 2.02.0

 13.6 13.6 29.129.1 24.424.4 30.530.5 2.32.3

工学部

情報工学部

5.35.3 25.525.5 57.157.1 9.89.8 2.22.2

4.24.2 31.131.1 50.550.5 11.011.0 3.23.2

3.83.8 27.727.7 56.956.9 10.710.7 0.90.9

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科
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10 . 学 生プロジェクト

【日本人】前回調査時と比べて、戸畑キャンパスと若松キャンパスでは「知らない」と回答した割合が減少したが、飯塚キャンパスでは増加した。
しかしながら、いずれのキャンパスのおいても半数程度以上が「知らない」と回答していることから、引き続き学生への周知が必要である。
【留学生】いずれのキャンパスのおいても半数程度以上が「知らない」と回答していることから、引き続き学生への周知が必要と思われる。

１．学生の任意のグループが、自主的に企画し実施するプロジェクト活動への支援について（通称：学生プロジェクト）

①学生プロジェクトを知っていますか

【日本人】「参加の方法がわからない」を含めると、全体として4割以上の学生が学生プロジェクトに興味を示していることが分かる。
②参加したいですか（日本人のみ）

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

工学部

情報工学部

8.48.4 8.28.2 62.762.717.617.6 3.33.3

21.921.9 47.747.7 6.76.712.712.711.011.0

9.79.7 7.97.9 28.028.0 51.651.6 2.82.8

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

4.34.3 7.97.9 34.334.3 49.249.2 4.34.3

9.99.9 26.226.210.210.2 50.750.7 3.03.0

参加している
参加したい
参加の方法が
わからない
参加したくない
未回答

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

知っている
知っているが申請
したことがない
知らない
未回答10.410.4 22.222.2 64.064.0 3.43.4

22.222.2 21.921.9 53.553.5 2.42.4

35.135.1 14.914.9 45.745.7 4.34.3

34.834.8 6.56.5 56.556.5 2.22.2

15.315.315.315.3 62.562.5 6.96.9

工学部

情報工学部

26.126.1 21.421.4 49.849.8 2.72.7

27.227.2 17.717.7 50.250.2 4.94.9

19.519.5 20.420.4 58.858.8 1.31.3

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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11 . 悩み・健康等

【日本人】悩みが生じたときの解消法としては、多くの学生がまず自分で考えて、解消できない場合に友人や家族に相談していることがうかが
え、学生相談員や学生総合支援室等は学生に認知されていないのか、あまり活用されていないようである。ストレス・コーピングの教育とと
もに、学内の各種相談窓口の存在について周知し、必要なときには気軽に利用できるよう環境整備が望まれる。
【留学生】「自分で考える」が最も多く、次いで「友人に相談する」、「家族に相談する」となっており、なかなか他人に相談できない外国人
留学生が多いようである。教員や大学職員等にも相談しやすい環境作りが必要かもしれない。

2．身体面、心理面で何らかの悩みが生じたときどのように解消しますか

自分で考える
家族に相談する
友人に相談する
教員に相談する
保健センターに相談する

学生相談員に相談する
学生総合支援室に相談する
学外の相談機関に行く
他のことを考えて気を紛らわす

その他
未回答

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

126126

3232 4040
1212 22 44 22 1111 44 00 1010

140
120
100

80
60
40
20

0

留学生

248248

4646

124124

66 1010 00 22 11
4444

66 33

166166

3535
6969

11 33 11 00 00
2929 88 66

154154

3434 5454
22 55 00 22 2525 66 1100

300
250
200
150
100

50
0

大学院生

（件）
751751

218218
305305

11 66 55 11 33
114114

2525 2424

456456

121121175175

11 77 11 33 33
9090

2727 1818

800
700
600
500
400
300
200
100

0
工学部 情報工学部

学部生

全キャンパス

【日本人】悩みについては様々であるが、「将来の進路に関する悩み」が全キャンパス共通して 1 番多く、多くの学生が進路に関して何ら
かの相談を必要としていることが伺える。多様な悩みに対して、関係部署が連携しトータルな対応が可能となる体制づくりが望まれる。
進路の悩みについてはキャリアカウンセリングや OB、企業との交流等を充実させることが有効と考える。
【留学生】「経済的なこと」が最も多く、次いで「勉学上のこと」「将来の進路」となっている。授業料等免除や奨学金の申請経験とも関
連しているとみられ、経済的な困窮を感じている外国人留学生が多いようである。

１．今、何か悩みを抱えていますか

勉学上のこと
交友関係のこと
健康上のこと
ハラスメントのこと
自分の性格や
能力のこと

就職など将来の
進路に関すること
経済的なこと
家族のこと
サークルのこと
その他

特にない
未回答

工学府 情報工学府 生命体工学研究科

8383

2727 3434

99
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1010 88
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（件）
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433433
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8585121121
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132132137137130130
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【日本人】学生区分に依らず、健康維持のために何かしら対策している学生と、特に何もしていない学生の割合はほぼ半々であり、健康に関心が
あるのか無関心なのか、学生の意識が二分化していることが分かる。健康維持は大学生活に大きな影響を及ぼすことから、保健センターや学生
総合支援室等と連携し、心身の健康への意識を高め、個々の自己管理につながる指導が必要である。
【留学生】十分な食事、十分な睡眠、運動等、健康に資することを実施しているとの回答が多く、良い傾向である。

3．自分の健康について何か取り組んでいることはありますか

【日本人】学生相談を活用している学生は、学生区分に依らず 1 割も満たしておらず、約 5 割の学生が「知らない」と回答しており、認知
度が低く、学生にとって身近ではないことが分かる。しかしながら、多くの学生が「必要」と回答していることから、普段は意識しないとし
ても、必要な時に学生が相談しやすい環境づくりが必要であろう。
【留学生】日本人学生に比べると利用経験者の割合は高いようである一方、3 割程度は「知らない」と回答していることから、引き続き学生
相談員制度の周知も必要と思われる。

4．学修上、生活面等の悩みなどに対応する学生相談員について

①利用の頻度

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

工学部

情報工学部

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

よく利用する
時々利用する
あまり利用しない
知っているが利用
したことがない
知らない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

1.31.3
3.53.5

4.74.7 54.454.4 34.634.6 1.61.6

5.75.71.41.4
1.11.1

53.053.0 38.238.2 0.70.7

3.73.71.61.6
2.02.0

48.848.8 43.343.3 0.60.6

13.013.04.34.3 6.56.5 39.139.1 34.834.8 2.22.2

8.38.35.65.6 38.938.911.111.1 1.41.434.734.7

7.47.4 19.119.1 9.69.6 34.034.0 2.12.127.727.7

1.31.3
2.02.0

3.93.9 46.846.8 45.845.844.644.6 1.41.4

1.61.6 3.93.9 39.739.7 52.152.1 1.41.4
1.41.4

0 20 40 60 80 100（％）

11.911.9 23.023.0 23.323.3 39.339.3 1.31.3 1.31.3

19.119.1 22.322.3 17.317.3 38.538.5 0.70.72.12.1

13.913.9 23.923.9 20.220.2 39.839.8 1.21.21.01.0

学部生

大学院生

留学 生

食事を規則正しく
十分にとる
睡眠を十分にとる
トレーニングや
スポーツで
身体を鍛える
特に心がけて
いない
その他
未回答

15.615.6 20.720.7 14.614.6 45.845.8 1.81.81.41.4

18.018.0 20.020.0 18.818.8 40.740.7 1.51.51.01.0

29.629.6 19.719.7 33.833.8 6.16.1 8.08.0 2.82.8

工学部

情報工学部

全キャンパス

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科
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③満足度・充実度

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

24.524.5 33.033.0 11.711.7 25.525.55.35.3

30.430.4 30.430.4 8.78.7 8.78.7 21.721.7

9.79.7 29.229.2 26.426.4 23.623.611.111.1

工学部

情報工学部

14.714.7 45.545.5 16.516.5 9.49.4 13.913.9

47.347.317.317.3 16.616.6 6.46.4 12.412.4

17.917.9 47.547.5 14.214.2 5.05.0 15.415.4

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

12.412.4 48.148.1 12.112.1 8.18.1 19.319.3

12.712.7 47.347.3 15.615.6 7.27.2 17.317.3

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

②必要性

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

39.139.1 34.834.8 15.215.2 2.22.2 8.78.7

36.136.138.938.9 13.913.9 4.24.2 6.96.9

50.050.0 7.47.433.033.0 2.12.1 7.47.4

工学部

情報工学部

38.238.27.37.3 32.432.4 17.817.8 4.34.3

43.543.57.87.8 30.430.4 14.114.1 4.24.2

8.28.2 45.345.3 32.732.7 10.410.4 3.53.5

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

6.46.4 44.244.2 30.930.9 12.712.7 5.75.7

6.56.5 41.641.6 33.633.6 12.312.3 6.06.0

極めて必要である
必要である
あまり必要でない
全く必要でない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス
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0 20 40 60 80 100（％）

800 100（％）

学部生
就職
九工大大学院
九工大以外の
大学院
海外留学
帰国（留学生のみ）
考えていない
その他
未回答

工学部

留学 生

戸畑キャンパス

飯塚キャンパス

若松キャンパス

大 学 院 生
工学府

情報工学府

生命体
工学研究科

36.636.6 40.740.7 11.511.5 0.60.6 6.36.3 3.23.21.21.2

48.748.7 30.830.8 7.37.3 0.20.2 7.47.4 4.74.70.90.9

95.195.1 1.61.6
0.20.2 0.80.8

0.80.8

93.493.4 2.22.2
0.30.3

0.30.3
1.31.3

1.31.3 1.31.3

84.184.1 3.23.2 1.11.1 1.41.4 4.64.6 2.12.13.53.5

1.41.4

40.440.4 10.610.6 4.34.31.11.1 31.931.9 5.35.3 2.12.1 4.34.3

47.847.8 10.910.9 4.34.3 6.56.5 17.417.4 6.56.5 2.22.24.34.3

58.358.3 13.913.94.24.22.82.8 11.111.1 4.24.2 5.65.6

情報工学部

大 学 院 生

工学府

情報工学府

生命体
工学研究科

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

利用したことがある
知っているが
利用したことがない
知らない
未回答24.524.5 72.172.1 1.41.42.02.0

4.04.0 32.832.8 61.761.7 1.51.5

41.541.523.423.4 33.033.0 2.12.1

17.417.4 32.632.6 50.050.0

1.41.413.913.9 44.444.4 40.340.3

工学部

情報工学部

7.17.1 35.135.1 56.756.7 1.01.0

3.93.9 30.730.7 64.764.7 0.70.7

5.35.3 34.634.6 59.159.1 0.90.9

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

【日本人】前回調査時に比べると飯塚キャンパスと若松キャンパスでの認知度が大きく上昇しているものの、「知らない」との回答が 6～ 7 割程度ある
ことから、学生総合支援室の周知に努める必要がある。また、利用経験者の割合が低いことから、より気軽に利用できるようなPRも必要かもしれない。
【留学生】日本人学生に比べると認知度は高く、「利用したことがある」の回答率も多い。引き続き学生総合支援室の周知を行うとともに、
特に日本語が得意でない留学生とカウンセラーがコミュニケーションを取りやすくする工夫も、大学として整備する必要がある。

5．学生総合支援室を利用したことがありますか

12 . 進 路・就 職支援

【日本人】大学院生はほとんどが就職と回答している。一方学部生では、工学部は大学院へ進学するとの回答が最も多いが、情報工学部
では半数近くが就職と回答している。
【留学生】いずれのキャンパスも「就職」が最も多く、次いで「帰国」が多い。特に戸畑キャンパスでは、回答の約 3割が「帰国」となっており、
本学で学んだことを日本での就職に限らず、母国で活かそうと考えている留学生が多いことがうかがえる。

１．卒業後の進路をどのように考えていますか
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【日本人】学部生は約 4割が「利用したことがある」と回答している一方、2割近くが「知らない」と回答しており、また戸畑キャンパスと飯塚キャ
ンパスの学生の 4割程度が「知っているが利用したことがない」とも回答している。キャリアセンターの認知度は高いが、センター活用のためのさ
らなるPRが必要かもしれない。生命体工学研究科では7割超の学生が「利用したことがある」と回答している。
【留学生】前回調査時に比べると、特に飯塚キャンパスと若松キャンパスで「利用したことがある」との回答が減少している。また、いずれのキャ
ンパスも「知らない」との回答が増加しており、留学生へのキャリアセンター周知の必要があるかもしれない。

2．キャリアセンターを利用したことがありますか（就職を希望されている方）

【日本人】全体的に「先輩・知人」と「就職情報誌・新聞・インターネット」との回答が多い。「先輩・知人」からは口コミ情報を得やすく、「就
職情報誌・新聞・インターネット」は企業研究、WEB でのエントリーが多いことが主な理由であろう。また、とりわけ生命体工学研究科
で「キャリアセンター」との回答が多く、前問の結果との関連がうかがえる。
【留学生】「指導教員」が最も多く、次いで「先輩・知人」「就職情報誌・新聞・インターネット」が多い。日本人学生同様、「先輩・知人」
からは口コミ情報を得やすく、「就職情報誌・新聞・インターネット」は企業研究、WEBでのエントリーが多いことが主な理由であろう。

3．進路を考える上での情報入手手段は何ですか（複数回答可）

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

利用した
ことがある
知っているが
利用した
ことがない
知らない
未回答

39.639.6 40.140.1 19.619.6 0.70.7

41.241.2 40.240.2 18.018.0 0.60.6

28.928.9 23.723.7 47.447.4

22.722.7 54.554.5 22.722.7

23.823.8 31.031.0 42.942.9 2.42.4

工学部

情報工学部

57.757.7 39.739.7 2.42.4 0.20.2

73.573.5 23.523.5 2.12.1 0.80.8

49.549.5 45.545.5 4.44.4 0.70.7

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

指導教員
就職担当教員
キャリアセンター
先輩・知人

就職情報誌・新聞・インターネット
家族等
その他
未回答

工学府

全キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科

126126

4747
3030

101101
8686

3535
1313

2727

140
120
100
80
60
40
20

0

留学生

160160
111111 110110

247247

322322

1818 77 88

8787 8787
6161

218218
277277

1414 99 66

104104

3232

129129 156156
112112

2121 66 66

350
300
250
200
150
100

50
0

大学院生

（件）

574574

310310 389389

996996

652652

221221
1414 6060

240240 168168 154154

506506 529529

254254

1414 5151

1.200
1,000

800
600
400
200

0
工学部 情報工学部

学部生
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【日本人】全体的に「企業説明会の開催」が最も多いが、工学部では「就職ガイダンスの開催」が目立つのに対し、情報工学部では「面接対
策など実践的指導の充実」との回答が多く見られる。また、いずれのキャンパスでも「OB 等の就職先の閲覧」との回答が多く見られ、本学 OB
が就職支援に及ぼす影響が大きいことが分かる。
【留学生】「企業説明会の開催」が最も多く、次いで「就職ガイダンスの開催」「面接対策など実践的指導の充実」となっており、企業への
就職活動に対する関心の高さがうかがえる。

4．就職支援に関し大学に希望するものは何ですか（複数回答可）

【日本人】全体的に「仕事の内容」が最も多く、次いで「給与・待遇」が多い。また、「財務内容・経営方針・将来性」や「安定性」といっ
た堅実性を見る学生が比較的多いことがうかがえる。
【留学生】傾向は日本人学生とほぼ同様で、「仕事の内容」が最も多く、次いで「給与・待遇」が多い。「勤務地」が多いのは卒業後の進路に「帰
国」との回答が多かったことと関連があるかもしれない。

5．就職する場合どのようなことを重視しますか（複数回答可）

企業説明会の開催
公務員試験説明会の開催
就職ガイダンスの開催
面接対策など実践的指導の充実
求人票の閲覧方法の改善

OB等の就職先の閲覧
特にない
その他
未回答

工学府

全キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科

101101

2727

6767
5656 4949 4848

2323
66

1919

120
100

80
60
40
20

0

留学生

337337

2727

112112
171171

6666

205205

4848
44 99

222222

2323
7373 107107

5454
127127

3131 33 55

178178

1717
7474 9898

4444
8787

4747
66 88

400

300

200

100

0

大学院生

（件）

953953

208208

800800

352352
157157

422422

122122
99 00

575575

8888
297297 337337

118118
255255

9494 77 5151

1.200
1,000

800
600
400
200

0
工学部 情報工学部

学部生

仕事の内容
財務内容・経営方針・将来性
企業の規模
企業のイメージ・知名度
給与・待遇

女性の待遇
安定性
勤務地
転勤・移動の有無

その他
未回答

工学府

全キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科

150150

5757
2626 3939

108108

2222

6262 6969

44 44 1515

160
140
120
100
80
60
40
20

0

留学生

388388

143143
8383 5555

253253

1414

150150
111111

1717 55 99

247247

7878 5050 2929

193193

1313
9090 8585

1616 33 66

224224

7070 3434 2525

167167

1212
6262 5656

1010 1010 44

450
400
350
300
250
200
150
100

50
0

大学院生

（件）
1,1281,128

395395
177177157157

770770

9696

356356292292
1031031313 5151

687687

216216
8585 5454

561561

6868
164164211211

6868 1010 4545

1,200
1,000

800
600
400
200

0
工学部 情報工学部

学部生
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【日本人】全体的に「自分の適性がわからない」、「面接が不安である」、「採用になるか自信がない」との回答が多く、今後も継続して大学側のサポー
トが必要である。
【留学生】「面接が不安である」が最も多く、設問４．で「面接対策など実践的指導の充実」の要望が多かったこととの関連がうかがえる。
今後も引き続き大学からのサポートが必要であろう。

6．就職に関して不安に思っていることは何ですか（複数回答可）

【日本人】学部生は進学希望者が多く興味が薄いこともあってか、「出席したことがある」との回答は 2 割程度である。一方、大半が就職
希望の大学院生では、約 6～ 7 割が「出席したことがある」と回答しており、必要性や満足度もおおむね高い結果となっている。今後も
就職セミナー実施によるサポートを継続していく必要がある。
【留学生】「出席したことがある」「知っているが出席したことはない」を合わせて戸畑キャンパスで 7 割近く、飯塚キャンパスと若松キャン
パスが約 8 割となっており、認知度は高い。また未回答を除けばほとんどの留学生が必要性を感じており満足していることから、今後も
継続して就職セミナーを開催することが望まれる。

7．就職セミナーについて

①利用の頻度

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

23.423.4 44.744.7 28.728.7 3.23.2

39.139.1 43.543.5 15.215.2 2.22.2

41.741.741.741.7 9.79.7 6.96.9

工学部

情報工学部

66.966.9 21.621.6 1.61.69.89.8

59.059.0 28.628.6 9.99.9 2.52.5

67.067.0 22.622.6 8.58.5 1.91.9

工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

23.923.9 36.936.9 34.334.3 4.94.9

20.320.3 33.933.9 42.542.5 3.33.3

出席した
ことがある
知っているが
出席した
ことはない
知らない
未回答

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

自分の適性がわからない
情報収集などどうすればよいか
採用になるか自信がない
語学が苦手である

面接が不安である
大学の成績が良くない
その他
未回答

工学府

全キャンパス

情報工学府 生命体工学研究科

7373 6464
4040

6161

108108

55 77
2727

120
100
80
60
40
20

0

留学生

231231

9292

142142
100100

162162

3232 3939 2525

151151

6767
109109

5757
103103

1313 2424 3737

136136

5454
100100

5959
8888

2727 1919 2626

250
200
150
100

50
0

大学院生

（件）
862862

412412 480480
310310

551551

273273

4343 7979

548548

269269
180180 167167

308308
141141

2727 7676

1,000
900
800
700
600
500
400
300
200
100

0
工学部 情報工学部

学部生
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0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

40.440.4 27.727.7 6.46.4 2.12.1 23.423.4

47.847.8 30.430.4 4.34.36.56.5 10.910.9

31.931.9 44.444.4 4.24.21.41.4 18.118.1

工学部

情報工学部

39.039.0 44.344.3 7.87.8 3.33.3

36.036.0 43.543.5 7.47.4 2.52.5 10.610.6

33.333.3 46.246.2 8.88.8 5.35.3 6.36.3

5.75.7工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

25.125.1 46.846.8 7.67.6 2.82.8 17.717.7

26.226.2 48.048.0 7.87.8 3.33.3 14.614.6

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答

③満足度・充実度

②必要性

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

31.931.9 51.151.1 3.23.2 2.12.1 11.711.7

39.139.1 52.252.2
2.22.2

2.22.2 4.34.3

30.630.6 54.254.2 4.24.2 11.111.1

工学部

情報工学部

44.944.9 40.040.0 9.69.6 2.42.4

41.041.0 40.640.6 8.58.5 3.93.9 6.06.0

39.639.6 43.143.1 9.79.7 3.53.5 4.14.1

3.13.1工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

35.935.9 44.744.7 8.28.2 1.81.8 9.49.4

39.639.6 43.543.5 6.46.4 2.52.5 8.18.1

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

極めて必要である
必要である
あまり必要でない
全く必要でない
未回答
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13 . 危 機 管理支援

【日本人】前回調査時と比べて、飯塚キャンパスにおいて「十分である」「まあまあである」との回答が増加し、8割超となっている。
【留学生】各キャンパスとも「十分である」、「まあまあである」が合わせて 8 割を超えており、満足のいく安全対策となっていることがう
かがえる。

１．キャンパス内での安全対策（警備員の配置、外灯の増設、女子トイレの非常ベルの設置など）について

0 20 40 60 80 100（％）

学部生

大学院生

67.067.0 21.321.3 5.35.3 1.11.1 5.35.3

71.771.7 15.215.2 2.22.24.34.3 6.56.5

66.766.7 18.118.1 5.65.6 2.82.86.96.9

工学部

情報工学部

35.735.7 51.051.0 8.28.2 3.13.1

33.633.6 45.245.2 12.712.7 4.24.24.24.2

32.732.7 51.651.6 9.79.7 4.14.11.91.9

2.02.0工学府

情報工学府

生命体工学
研究科

30.730.7 52.352.3 9.99.9 3.23.2 3.93.9

32.832.8 50.250.2 10.910.9 3.33.3 2.72.7

留学 生

戸畑
キャンパス

飯塚
キャンパス

若松
キャンパス

十分である
まあまあである
あまり十分とは
言えない
全く不十分である
未回答
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お わりに

　調査の最後に、学生の皆さんに大学に対する要望や意見を求めたところ、非常

に多くの要望等をいただきました。

　学部生では、授業に関する意見や教室・実験等の教学施設の環境改善を求め

る要望が多くありました。学部生・大学院生共通して、食堂の混雑等、学生食堂・

福利厚生等に対する意見が多く見受けられました。学生生活全般に対する意見で

は、前回調査結果と同様に、全学的に駐輪場や駐車場の増設、整備等が求めら

れていました。

　これらの意見等を参考に修学支援、福利厚生や課外活動等への支援、環境の

改善を図っていきたいと思います。

九州工業大学学生委員会 委員長

副学長（学生・附属図書館担当）

赤星  保浩
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